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調査結果

群馬県内の公立中学校の生徒 1,643 名に対して実施した結果(四段階評定尺度質問紙法)

○理科に対する意識

42 ％の生徒が「理科が得意である」の質問に「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えている。 53 ％の

生徒が「理科が好きである」の質問に、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えている。全国調査の結果

と同様に、「理科は好きであるが苦手である」という傾向がみられた。

○単元の導入

単元導入時の関心・意欲・態度は肯定的な生徒がおよそ半数であった。その中で、「なぜそうなるのか」など

疑問をもちながら授業に参加している生徒は、 55 ％と過半数を超え最も高かった。
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○実験
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9実験して法則や仕組みを見つけ出すことは楽しい
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10実験では仮説(○○ならば□□になるだろう)を
立てている

9%

31%

44%

16%
そう思う

どちらかといえばそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

N=1643

11実験をおこなうときは目的(○○を明らかにするために
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84 ％の生徒が実験が好きであり、 76 ％の生徒が「見ているよりも自分で操作するほうが楽しい」と答えてい

ることから、実験には意欲的な生徒が多いことがわかる。また、実験の操作についても 82 ％の生徒が「実験器

具を使うことができる」と答えている。実験の取組に関しては、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と肯定的

な生徒が多かった。しかし、仮説を立てることや考察して導き出した結論を説明することなど実験に関する思考

力が低下している生徒が多いことが明らかになった。また、 27 の質問の回答のうち、「そう思う」「どちらかとい

えばそう思う」と回答する割合が最も低かったのが、質問 12 の「実験方法を自分達で考えている」で 30 ％であ

った。このことから、教師主導で実験を行われることが多いことがわかる。
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20実験結果を移して考察して導き出した結論を
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○定着

定着の学習過程では、知識・理解や思考力に関する質問項目で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答

える割合が過半数を下回り、質問１と類似した傾向がみられた。
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22グラフを読み取ったり計算したりする問題(濃度、地震波、
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理科が得意と意識している生徒の相関係数

質問1の「理科は得意な教科である」の質問に対して「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた生徒

理科が苦手と意識している生徒の相関係数

質問２の「理科は得意な教科である」の質問に対して「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた生徒

理科が得意と意識している生徒のχ2検定の結果

「理科は得意な教科である」の質問に対して「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた生徒)の相関係数

が大きいもの

注 表の▲は有意に多い、▽は有意に少ないことを表している。また、**は P<0.1 を表している。

χ 2(1)= 94.880 , p<.01 ５「なぜそうなるか」など疑問をもちながら授業に

Phi=0.369 参加している

３不思議に思ったことは自分で そう思う そう思わない

調べてみたい そう思う 340 ▲** 57 ▽**

そう思わない 155 ▽** 144 ▲**

χ 2(1)= 105.016 , p<.01 ６新しい単元の学習では、今まで学習したことを役

Phi=0.388 立てている

５「なぜそうなるか」など疑問を そう思う そう思わない

もちながら授業に参加している そう思う 374 ▲** 121 ▽**

そう思わない 69 ▽** 132 ▲**



- 資料 6 -

χ 2(1)= 107.887 , p<.01 11 実験を行うときは目的(○○を明らかにするた

Phi=0.393 めに行う)を意識している

10 実験では仮説(○○ならば そう思う そう思わない

□□になるだろう)を立ててい そう思う 363 ▲** 47 ▽**

る そう思わない 153 ▽** 133 ▲**

χ 2(1)= 111.699 , p<.01 14 実験の結果を予想してから実験している

Phi=0.400

11 実験を行うときは目的(○○ そう思う そう思わない

を明らかにするために行う)を そう思う 496 ▲** 47 ▽**

意識している そう思わない 100 ▽** 80 ▲**

χ 2(1)= 86.550 , p<.01 21 理科で使われる用語(圧力、光合成、電圧な

Phi=0.352 ど)の意味を説明できる

20 実験結果を考察して導き出 そう思う そう思わない

した結論を説明することができ そう思う 321 ▲** 57 ▽**

る そう思わない 167 ▽** 151 ▲**

χ 2(1)= 100.847 , p<.01 23 記述で説明する問題を解くことができる

Phi=0.380

20 実験結果を考察して導き出 そう思う そう思わない

した結論を説明することができ そう思う 307 ▲** 71 ▽**

る そう思わない 142 ▽** 176 ▲**

χ 2(1)= 121.223 , p<.01 25 単元の学習全体を通して、わかったことを整理

Phi=0.417 することができる

20 実験結果を考察して導き出 そう思う そう思わない

した結論を説明することができ そう思う 329 ▲** 49 ▽**

る そう思わない 154 ▽** 164 ▲**

χ 2(1)= 106.124 , p<.01 22 グラフを読み取ったり計算したりする問題(濃

Phi=0.390 度、地震波、電流など)を解くことができる

21 理科で使われる用語(圧 そう思う そう思わない

力、光合成、電圧など)の意味 そう思う 346 ▲** 142 ▽**

を説明できる そう思わない 60 ▽** 148 ▲**

χ 2(1)= 153.420 , p<.01 23 記述で説明する問題を解くことができる

Phi=0.469

22 グラフを読み取ったり計算し そう思う そう思わない

たりする問題を解くことができ そう思う 339 ▲** 67 ▽**

る そう思わない 110 ▽** 180 ▲**
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χ 2(1)= 88.119 , p<.01 26 理科の学習で分からないことがあったとき

Phi=0.355 は質問したり調べたりしている

25 単元の学習全体を通して、 そう思う そう思わない

わかったことを整理することが そう思う 332 ▲** 151 ▽**

できる そう思わない 65 ▽** 148 ▲**

理科が苦手と意識している生徒のχ2検定の結果

「理科は得意な教科である」の質問に対して「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた生徒の相関係数が

大きいもの

注 表の▲は有意に多い、▽は有意に少ないことを表している。また、**は P<0.1 を表している。

χ 2(1)= 142.489 , p<.01 ９実験して法則や仕組みを見つけ出すことは楽し

Phi=0.387 い

４新しい単元に入ったときはワ そう思う そう思わない

クワクする そう思う 246 ▲** 88 ▽**

そう思わない 203 ▽** 410 ▲**

χ 2(1)= 144.320 , p<.01 ９実験して法則や仕組みを見つけ出すことは楽し

Phi=0.390 い

８実験では、見ているより操作 そう思う そう思わない

するほうが楽しい そう思う 385 ▲** 243 ▽**

そう思わない 64 ▽** 255 ▲**

χ 2(1)= 144.668 , p<.01 10 実験では仮説(○○ならば□□になるだろ

Phi=0.390 う)を立てている

９実験して法則や仕組みを見 そう思う そう思わない

つけ出すことは楽しい そう思う 200 ▲** 249 ▽**

そう思わない 50 ▽** 448 ▲**

χ 2(1)= 135.370 , p<.01 11 実験を行うときは目的(○○を明らかにするた

Phi=0.378 めに行う)を意識している

10 実験では仮説(○○ならば そう思う そう思わない

□□になるだろう)を立てている そう思う 189 ▲** 61 ▽**

そう思わない 230 ▽** 467 ▲**

χ 2(1)= 118.652 , p<.01 17 実験結果から「なぜそうなったのか。」を考察し

Phi=0.353 ている

10 実験では仮説(○○ならば そう思う そう思わない

□□になるだろう)を立てている そう思う 184 ▲** 66 ▽**

そう思わない 235 ▽** 462 ▲**

χ 2(1)= 129.712 , p<.01 17 実験結果から「なぜそうなったのか。」を考察し

Phi=0.370 ている

16 実験結果を表やグラフにま そう思う そう思わない

とめることができる そう思う 312 ▲** 197 ▽**

そう思わない 107 ▽** 331 ▲**
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χ 2(1)= 146.792 , p<.01 19 実験結果と予想がちがったとき、その原因を考

Phi=0.393 えている

17 実験結果から「なぜそうなっ そう思う そう思わない

たのか。」を考察している そう思う 256 ▲** 163 ▽**

そう思わない 118 ▽** 410 ▲**

χ 2(1)= 143.090 , p<.01 20 実験結果を考察して導き出した結論を説明する

Phi=0.388 ことができる

17 実験結果から「なぜそうなっ そう思う そう思わない

たのか。」を考察している そう思う 166 ▲** 253 ▽**

そう思わない 39 ▽** 489 ▲**

χ 2(1)= 135.208 , p<.01 20 実験結果を考察して導き出した結論を説明する

Phi=0.377 ことができる

19 実験結果と予想がちがった そう思う そう思わない

とき、その原因を考えている そう思う 153 ▲** 221 ▽**

そう思わない 52 ▽** 521 ▲**

χ 2(1)= 129.144 , p<.01 21 理科で使われる用語(圧力、光合成、電圧など)

Phi=0.369 の意味を説明できる

20 実験結果を考察して導き出 そう思う そう思わない

した結論を説明することができ そう思う 139 ▲** 66 ▽**

る そう思わない 187 ▽** 555 ▲**

注 表の▲は有意に多い、▽は有意に少ないことを表している。また、**は P<0.1 を表している。
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苦手意識解消のための授業例

提 言 具体例(「電流」中学２年生１分野上)

仮説を立てるまで 問い「電圧を大きくすると電流はどうなるのだろう。」

の場面

一人一人の生徒が仮説 ①レディネスチェックを行い、必要に応じて補充する。

を立られるように指導 ・ 直列回路と並列回路について

することが大切です。 (回路は、電源の＋から電源の－までの輪、直列回路は一つの輪、並列回路

は複数の輪と理解させる)

・ 電流計(検流計)について

①既習内容や自然体験 (電流計は回路に直列につなぐことを確認する)

のレディネスチェッ

ク行い、必要に応じ ②電流、電圧、電気抵抗を水の流れにたとえて説明し仮説を立てやすくする。

て補充する。 ・ 電流は流れる水の量に似ている。

②新しい学習内容のも ・ 電圧は水の流れを作り出すポンプの役目をしている。電池のポンプの力が

ととなる原理や法則 強ければ電圧が強いことになる。

を確認する。 ・ 電気抵抗は流れにくさを表すもので、抵抗が大きければ大きいほど細くなる

③ポイントを絞って事 イメージにする。

象に触れさせる。 小学校の学習では、「電流とは電気の流

れことである」と簡単に扱い、電圧や電気

抵抗ついては教えていない。これだけの情

報のみで「電圧を大きくすると電流はどの

ように変化するだろう」と問いかけても、生

徒達はなんとなく予想するだけで仮説を立

てることが難しいと思われる。そこで、水の

流れに電流や電圧、電気抵抗をたとえて

説明をしてから仮説を考えさせる。

③最初の実験は、直列回路や並列回路ではなく、上の図のような単純な回路を

使って電流、電圧、電気抵抗の関係を考えさせる。

実験の場面 問い「直列回路と並列回路に一定の電圧(10V)をかけたとき、各地点の電流はど

実験の意義や目的につ うなるだろう。」

いて意識させ、考えな

がら実験が行えるよう ④考えながら実験が行えるようにする。

にすることが大切です。 各地点の電流を調べる実験では、実験方法を確認してから全ての電流を測定

させ、後で考察することが多い。しかし、理科が苦手な生徒は多くの結果を整理し

ながら次の実験に進めることができない。そこで、最初に直列回路の A 地点と並

④実験のはじめに意義 列回路 A 地点のみを測定し考察を行う。そして、考察したことを振り返り次の実験

や目的を確認するだ の予想させる。このように細かく区切りながら実験することで考えながら取り組む

けでなく、実験中に ことができるようになる。

も振り返る時間をつ

くる。
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予想→実験→考察の流れをスモールステップで行うことで前の実験で考察した

ことを次の実験結果の予想に生かすことができ、思考しながら実験することが

できるようになる。

・ 最初は直列回路と並列回路の全体の電流(A 地点)のみ、どのようになるか

を予想させ実験を行い全体で考察を行う。

・ 次に直列回路の B と C 地点の電流を測定し考察を行う。最後に並列回路の

B 、 C 、 D 地点の電流を測定し考察を行う。

考察の場面 ⑤回路を水の流れにたとえて考察を行う。電流を矢印で表し大きな電流のときに

原理や法則が実感でき 太くするなど視覚的にわかりやすく表現させる。

るように考察を行うこ

とが大切です。

⑤模式図やモデル図な

どを使って実験の考

察をして実感を伴っ

た理解ができるよう

にする。

考察でも水の流れにたとえて考えさせる。直列回路では、電気抵抗がつながっ

ているので、 20 Ωと 5 Ωの直列回路では、全体の抵抗が 25 Ωになること。ま

た、並列回路では枝分かれしているので電流が流れやすくなることなどを、生

徒達は実感を伴って理解できるようになる。電流を矢印の太さを変えて表すこ

とで回路の仕組みがイメージしやすくなる。


